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平成24年 度診療報酬 ・調剤報酬等の改定について

昨 日、財務省 と厚生労働 省は、平成24年 度の診療報酬の改定率 につ いて合意 しま

した。これを受 け、社 団法人 日本薬剤 師会(会 長=児 玉 孝)で は、別紙の とお り、

見解 を表 明 します。

お 問合 せ 先:(社 》日本 薬 剤 師 会

副 会 長 山本 信 夫

(事務局担 当:小 林)

電 話03-3353-1170
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平成23年12月22日

(社)日 本 薬 剤 師 会

昨 日、 小宮 山厚生 労働 大 臣 と安住 財 務大 臣 によ る折 衝 が行 われ 、平成24

年 度 の診療 報 酬本体 の改定 率 は+1.38%と す る ことが合意 され ま した。

また、薬価 につ いて は▲1,26%(薬 価 ベ ース ム6.00%)、 材料価 格

につ いて は▲0.12%と な り、 診療報 酬 本体 と薬価 改定 等 を併 せ た全体 の

改 定 率 は+0.00%と な ります 。

全体 の改 定 率が0,00%と はい え、実 際 には+0,004%と の説 明が

な され てお り、厳 しい財政状況 の下で マイ ナス 改定が 避 け られ た ことは一一定

の評価 をいた します が 、 これ まで 本会 と して は、 医療 提 供体 制 を維持 して い

くた め には全体 で の プ ラス改 定が 不可 欠 と主張 して きた こ とを考 え る と、満

足で き る もので はあ りませ ん。

一方 、診 療 報酬本体 の うち、調 剤報 酬 の改定 率 は+0,46%と な り、平

成22年 度改定 に引き続 き 、医科診 療報 酬 の改定 率 に対 して0.3と い う比率

にな りま したが、 これ は直 近の調 剤 医療 費 に 占め る薬剤 費 の割 合 を踏 まえ た

もので あ る こ とを考 え る と、受 け入 れ ざる を得 な い もので あ る と理解 して い

ます 。

しか し、 調剤 医療 費 に 占め る薬剤 費 の割 合 は7割 超 と高 い こ とを考 慮す る

と、1.26%の 通 常 の薬価 の 引き下 げ に加 え て、長 期収載 品 に限定 した特例 的

な 薬価 引き下 げの方針 が 示 され て い る ことは、保 険薬 局 の経営 に与 え る影響

は非 常 に大 き い ものが あ ります 。 また 、 ジェネ リック医 薬品 の普 及促 進へ の

積極 的な取 り組 み に伴 って 、備 蓄 医薬 品 目の増 加 によ る負担増 もある ほか 、

在 宅 医療 の推進 に向 けた体 制整備 な ども不 可欠 です 。調剤 報酬 ・診療 報酬 の

具体 的な改 定 内容 につ き ま して は、今 後 の 中医協 にお いて議論 が精 力的 に進

め られ て い くことにな ります が、 上述 の よ うな 状況 を十分 考 慮 した改 定 とな

る ことを期 待 した い と思 い ます。

日本薬剤 師 会 として は、厳 しい環境 の 中 にあ って も、 国 民 ・患者 のた め に

適 切 な 医薬 品供給体 制 を確保 し、安心 ・安 全 な薬物 治療 の確 保 に向 けて 、今

後 もよ り一 層、薬 剤師 ・保 険薬 局 として の 役割 を果 たす べ く努 力 して い く所

存 です。
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